
著
作
権
法
附
則
一
四
条
と
演
奏
権
の
及
ぶ
範
囲

i
l法
的
思
考
の
素
材
と
し
て

!
i
i

自

次

一
問
題
の
所
桂

ニ
演
奏
権
制
限
規
定
の
迂
回

一
録
音
物
の
伴
奏
に
よ
る
「
歌
唱
L

と
演
奏
権

二
録
音
物
の
寸
再
生
L

と
演
奏
権

=
一
立
法
者
の
意
図

一
ベ
ル
ヌ
条
約
プ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
条
約
へ
の
加
入

万IA
Fヰ

藤

博

四



立
法
過
程

限
定
的
例
外
的
な
制
限

四

自
的
論
的
判
断

他
の
法
命
題
と
の
間
の
意
味
連
関

附
則
一
四
条
の
性
格

(一)

例
外

則規
定

仁)

再す

(三)

五

経
過
措
置

施
行
令
附
則
三
条
の
規
定
へ
の
包
摂

法
の
欠
訣
と
そ
の
補
充

欠
般
の
認
識

原
理
に
よ
る
補
充

...... 
'" 
結

ぴ

問
題
の
所
在

新
し
い
機
器
な
り
記
録
媒
体
の
開
発
・
普
及
は
、
著
作
物
を
は
じ
め
実
演
、

四
四

レ
コ
ー
ド
等
の
利
用
形
態
を
も
大
き
く
変
容
さ
せ
、
こ
れ



に
応
じ
て
、
著
作
権
の
内
容
に
新
た
な
権
利
を
加
え
る
な
ど
、
著
作
権
法
も
、
と
き
に
は
大
規
模
に
、
と
き
に
は
小
刻
み
に
改
正
が
な
さ

れ
て
き
た
。
古
く
は
、
著
作
物
が
電
波
を
介
し
て
ラ
ジ
オ
で
受
信
で
き
る
よ
う
に
な
る
や
、
著
作
権
の
内
容
に
放
送
権
が
加
え
ら
れ
、
近

年
に
お
い
て
も
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
伝
送
に
つ
き
、
新
た
に
有
線
送
信
権
を
、
ま
た
、
レ
コ
ー
ド
を
業
と
し
て
レ
ン
タ
ル
に

供
す
る
者
が
出
現
す
る
や
、
新
た
に
貸
与
権
が
設
け
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
時
代
の
新
旧
を
問
わ
ず
、
著
作
物
や
レ
コ
ー
ド
な
ど
の
新

た
な
利
用
形
態
に
合
わ
せ
て
、
著
作
権
法
を
見
直
す
作
業
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
際
、
立
法
者
の
脳
裏
か
ら
つ
ね
に
離
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
、
著
作
物
等
を
保
護
す
る
こ
と
と
著
作
物
等
の
利
用
を
確
保
す
る
こ
と
と
の
間
に
適
正
な
調
整
を
施
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
著
作

物
等
を
、
そ
の
新
た
な
利
用
形
態
に
合
わ
せ
て
木
目
細
か
く
保
護
し
よ
う
と
す
る
一
方
、
著
作
物
等
を
利
用
す
る
途
を
閉
ざ
す
こ
と
な
く
、

広
く
一
般
の
者
が
著
作
物
等
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
途
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
際
の
手
法
と
し
て
、
通
常
、
著
作
者
等

の
た
め
に
新
た
な
権
利
を
設
け
る
傍
ら
、
利
用
者
の
立
場
に
も
思
い
を
致
し
、
そ
の
権
利
を
制
限
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
な
さ
れ
て

き
た
。立

法
者
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
妥
当
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
す
べ
て
が
解
決
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
著
作
権
法
の
関
わ
る
諸
事
象

は
つ
ね
に
動
き
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
規
定
に
し
て
も
、
立
法
者
の
手
を
離
れ
る
や
否
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
に
対
時
す
る
こ
と
を
迫
ら

れ
る
。
ま
し
て
や
、
立
法
後
す
で
に
長
い
年
月
を
経
て
い
る
規
定
と
な
る
と
、
立
法
時
に
は
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
新
た
な
事
象
に
も
向
か

い
合
う
こ
と
に
な
り
、
制
定
法
と
具
体
的
事
象
の
聞
の
緊
張
関
係
が
多
々
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
と
り
わ
け
著
作
権
法
の
領
域
の
よ
う

に
、
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
も
た
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
種
の
緊
張
関
係
の
生
ず
る
可
能

性
は
極
め
て
高
い
。
本
来
、
こ
の
よ
う
な
緊
張
関
係
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
法
命
題
の
及
ぶ
範
囲
を
探
る
べ
く
、
法
命
題
に
含
ま
れ
る

個
々
の
法
概
念
に
つ
き
、
そ
の
内
包
外
延
を
新
た
に
見
出
だ
し
、
と
き
に
は
、
法
の
欠
棋
を
認
識
し
、
そ
の
補
充
を
吟
味
す
る
な
ど
、
法

著
作
権
法
附
則
一
四
条
と
演
奏
権
の
及
ぶ
範
閤

四
五



四
六

学
方
法
論
を
踏
ま
え
た
論
議
が
高
ま
る
は
ず
で
あ
る
が
、
著
作
権
法
の
場
合
、

つ
ね
に
小
刻
み
の
法
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
そ
の
種
の
緊
張
関
係
は
認
識
さ
れ
つ
つ
も
、
こ
れ
を
法
学
方
法
論
を
駆
使
し
て
既
存
の
法
命
題
の
解
釈
な
り
適
用
の
面
で
解
消
す
る

こ
と
に
は
さ
程
の
関
心
が
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
訴
訟
の
数
に
も
表
れ
て
い
る
。
こ
の
と
こ
ろ
、
訴
訟
の
数
が
増
え
て

き
た
と
は
い
え
、
未
だ
訴
訟
の
チ
ャ
ネ
ル
を
用
い
て
権
利
の
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
と
ま
で
は
い
え
ず
、
法
的
問

題
は
ま
、
ず
は
行
政
機
関
に
持
ち
込
ま
れ
、
法
改
正
に
よ
り
解
決
す
る
方
法
が
好
ん
で
用
い
ら
れ
て
き
た
。

そ
う
い
う
中
で
、
著
作
権
の
一
内
容
で
あ
る
演
奏
権
を
制
限
す
る
規
定
を
め
ぐ
る
争
い
が
訴
訟
の
チ
ャ
ネ
ル
に
持
ち
込
ま
れ
、
最
高
裁

の
判
断
(
最
三
小
判
昭
和
六
三
年
一
一
一
月
一
五
日
)
も
示
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
、
制
定
法
と
事
実
の
関
の
緊
張
を
、
立
法
論
に
よ
っ

て
で
は
な
く
、

ま
ず
は
現
行
法
の
枠
内
で
解
き
ほ
ぐ
す
工
夫
な
り
論
議
の
、
必
要
な
こ
と
を
示
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
、
演
奏
権
を
制
摂
す

る
著
作
権
法
附
則
一
四
条
の
規
定
と
、
こ
の
と
こ
ろ
広
く
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
カ
ラ
オ
ケ
録
音
物
の
利
用
の
聞
に
存
す
る
緊
張
関
係
に
関

わ
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
扱
う
「
附
則
一
四
条
L

、
よ
り
正
確
に
は
、
「
著
作
権
法
附
期
第
一
四
条
L

の
規
定
は
昭
和
四
五
年
に
お
け
る
著
作
権
法
の
全
面

改
正
に
擦
し
、
当
時
の
利
益
状
態
を
急
激
に
変
え
る
こ
と
を
避
け
る
べ
く
設
け
ら
れ
た
経
過
措
置
の
一
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

附
則
一
四
条
は

「
適
法
に
録
音
さ
れ
た
音
楽
の
著
作
物
の
演
奏
の
再
生
に
つ
い
て
は
、
放
送
又
は
有
線
送
信
に
該
当
す
る
も
の
及
び
営
利
を
目
的
と

し
て
音
楽
の
著
作
物
を
使
用
す
る
事
業
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
を
除
き
、
当
分
の
問
、
旧
法
第
三
十
条
第

こ
こ
で
、
旧
法
の
規
定
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

一
項
第
八
号
及
び
第
二
項
並
び
に
同
項
に
係
る
国
法
第
三
十
九
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
」
と
定
め
る
。

そ
の
う
ち
、
一
ニ

O
条
二
項
及
び
三
九
条
は
著
作
物
の
利
用
に
際
し
「
出
所
ヲ
明
示
」
す



る
こ
と
を
求
め
る
規
定
で
、
当
分
の
関
、
出
所
を
明
示
す
れ
ば
三

O
条
一
項
八
号
の
行
為
は
偽
作
(
著
作
権
侵
害
)
と
み
な
さ
な
い
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
旧
法
三

O
条
一
項
八
号
と
は
、

「
音
ヲ
機
械
的
ニ
複
製
ス
ル
ノ
用
ニ
供
ス
ル
機
器
ニ
著
作
物
ノ
適
法
ニ
写
調
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
興
行
又
ハ
放
送
ノ
用
ニ
供
ス
ル
コ

ト
」
で
、

何
と
も
窮
屈
な
表
現
で
あ
る
が
、
音
の
媒
体
(
音
ヲ
機
棋
的
ニ
複
製
ス
ル
ノ
用
ニ
供
ス
ル
機
器
)
に
著
作
物
が
適
法
に
収
録
さ
れ
て
い
る

(
写
調
セ
ラ
レ
タ
ル
)
レ
コ
ー
ド
な
り
録
音
物
は
興
行
文
は
放
送
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
音
楽
の
著
作
物
に
つ
き

演
奏
権
の
射
程
範
囲
に
限
界
付
け
が
な
さ
れ
、
録
音
物
を
自
由
に
〈
無
許
諾
無
償
で
)
再
生
で
き
る
範
囲
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も

う
一
つ
、
さ
き
の
附
則
一
四
条
中
の
「
政
令
で
定
め
る
」
事
業
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
法
施
行
令
附
則
三
条
が
三
つ
の
も
の
を
示
す
。
す

な
わ
ち
、

喫
茶
庖
そ
の
他
客
に
飲
食
を
さ
せ
る
営
業
で
、
客
に
音
楽
を
鑑
賞
さ
せ
る
こ
と
を
営
業
の
内
容
と
す
る
旨
を
広
告
し
、
又
は
客

に
音
楽
を
鑑
賞
さ
せ
る
た
め
の
特
別
の
設
備
を
設
け
て
い
る
も
の

キ
ャ
バ
レ
ー
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
そ
の
他
フ
ロ
ア
に
お
い
て
客
に
ダ
ン
ス
を
さ
せ
る
営
業

音
楽
を
伴
っ
て
行
わ
れ
る
演
劇
、
演
芸
、
舞
踊
そ
の
他
の
芸
能
を
観
客
に
見
せ
る
事
業

で
あ
る
。

こ
こ
で
、
演
奏
権
を
定
め
、
こ
れ
を
制
限
す
る
規
定
を
併
せ
設
げ
る
こ
と
を
記
号
を
用
い
て
表
示
す
れ
ば
、

〉
(
部
精
議
)

l

M

W

(

鵡
糊
繭
S
謹
彊
)
H
鵡
糊
葡
8
掃
討
輪
開
盟

と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
稿
で
扱
う
附
則
一
四
条
に
よ
る
演
奏
権
の
制
限
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

著
作
権
法
附
則
一
四
条
と
演
奏
権
の
及
ぶ
範
囲

四
七



四
J¥ 

〉
(
蕗
精
諦
)
|
{
卸
(
部
糊
諦
S
盤
商

)
1
2、
(
接
出
J

謝
離
陣
論
わ
併
が
き
適
)
+
〉
、
、
(
嵩
均
台
琴
別
立
品
川
3
補
官
。
向
日
制
糠
)

)

}

H

強
悩
仰
議
S
N
r
e
k輸
間

関

と
な
る
。
演
奏
権
を
制
限
す
る
規
定

a
の
中
に
、

さ
ら
に
そ
の
制
限
に
該
当
し
な
い

K
及
び

rが
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
施
行
令

附
尉
三
条
が
三
つ
の
「
事
業
L

を
示
し
て
い
る
の
で
、

rは
れ
、
れ
、
れ
と
な
り
、
こ
れ
を
さ
き
の
式
に
入
れ
る
と
、

(
〉
、
+
〉
J
+
〉
、
、
M
+
〉
、
、
ω
)
}
H
掛
嚇
鵡
S
固
い
内
輪
開
国

〉

{

釦

isa

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
権
利
を
制
限
す
る
規
定
の
中
に
さ
ら
に
そ
の
制
限
規
定
を
適
用
し
な
い
場
合
を
列
挙
す
る
と
い
う
、

附
則
一
四
条
の
書
き
方
は
、
権
利
制
限
規
定
(
例
外
規
定
)
の
解
釈
、
適
用
を
複
雑
に
す
る
一
方
、
法
学
方
法
論
上
の
興
味
を
そ
そ
る
課

題
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
著
作
権
法
上
、
「
演
奏
」
に
は
、
著
作
物
の
「
歌
唱
L

は
も
ち
ろ
ん

(
ニ
条
一
項
一
六
号
)
、
著
作

物
の
演
奏
を
録
音
し
た
も
の

(
録
音
物
)

の
再
生
も
含
ま
れ
る

(
一
一
条
七
項
)
。

と
こ
ろ
で
、
音
楽
の
録
音
物
は
、
天
然
樹
脂
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、
磁
気
テ
ー
プ
、

C
D
な
ど
、
そ
の
媒
体
を
変
え
て
き
た
。
録
音
物
を

再
生
す
る
形
態
の
ほ
う
も
多
様
化
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
右
附
則
一
四
条
の
規
定
が
ど
こ
ま
で
妥
当
す
る
の
か
。
そ
れ
は
録
音

物
の
新
た
な
利
用
形
態
に
は
妥
当
し
な
い
の
か
。
録
音
物
の
再
生
に
は
依
然
と
し
て
演
奏
権
が
及
、
ば
な
い
と
す
れ
ば
、
カ
ラ
オ
ケ
の
よ
う

に
、
そ
の
再
生
を
伴
う
「
歌
唱
L

、
そ
れ
も
、
客
の
「
歌
唱
L

の
ほ
う
に
は
演
奏
権
が
及
ぶ
の
か
と
い
う
具
合
に
、
演
奏
権

l
iカ
ラ
オ
ケ

の
場
合
に
は
、
録
音
物
に
よ
る
演
奏
(
録
音
物
の
再
生
)
と
歌
唱
に
よ
る
演
奏
l
i
iの
及
ぶ
範
囲
を
め
ぐ
っ
て
、
徐
々
に
問
題
が
顕
在
化

し
て
き
た
。
そ
し
て
、
同
時
に
、
関
係
権
利
者
は
行
政
機
関
に
対
し
て
は
、
附
則
一
四
条
の
撤
廃
を
求
め
る
な
ど
、
録
音
物
の
再
生
を
め

ぐ
る
問
題
は
長
き
に
わ
た
っ
て
懸
案
事
項
の
一
つ
と
さ
れ
て
き
た
。
「
カ
ラ
オ
ケ
問
題
し
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
本
稿
は
、
寸
カ
ラ
オ
ケ
問
題
L

そ
の
も
の
を
扱
う
も
の
で
は
な
く
、
制
定
法
と
事
実
の
間
に
生
、
ず
る
緊
張
関
係
を
ど
う
見
詰



め
、
こ
れ
を
解
消
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
筋
道
が
あ
る
か
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
法
的
思
考
の
一
端
を
、
こ
の
「
カ
ラ
オ
ケ
問
題
」

を
素
材
に
述
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

演
奏
権
制
限
規
定
の
迂
回

録
音
物
の
伴
奏
に
よ
る
「
歌
唱
」
と
演
奏
権

カ
ラ
オ
ケ
装
置
を
社
交
場
、
宴
会
場
な
ど
が
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、

カ
ラ
オ
ケ
伴
奏
に
よ
る
「
歌
唱
L

が
著
作
物
の
演
奏
に

該
る
か
否
か
の
争
い
が
顕
在
化
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
音
楽
の
録
音
物
を
「
再
生
」
す
る
行
為
で
な
く
、

そ
の
種
の
再
生
に
合
わ
せ
て
寸
歌

唱
」
す
る
行
為
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
論
議
で
あ
っ
た
。

す
で
に
昭
和
四
五
年
八
月
、
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
と
大
阪
の
キ
ャ
バ
レ
ー
事
業
者
の
間
で
、
同
年
一

O
月
に
は
、
同
協
会
と
鹿
児
島

の
ク
ラ
ブ
事
業
者
と
の
聞
で
、

い
ず
れ
も
カ
ラ
オ
ケ
演
奏
使
用
料
の
支
払
を
内
容
と
す
る
和
解
が
成
立
、
昭
和
五
五
年
一
一
月
に
は
、
右

協
会
は
、

ス
テ
ー
ジ
設
備
を
持
ち
、

一
五

0
平
米
を
超
え
る
広
さ
の
大
規
模
宴
会
場
を
有
す
る
旅
館
、

ホ
テ
ル
事
業
者
に
つ
い
て
の
許
諾

業
務
及
び
使
用
料
徴
収
業
務
を
開
始
し
、
こ
こ
に
カ
ラ
オ
ケ
装
置
の
使
用
と
演
奏
権
の
問
題
は
ひ
と
ま
ず
一
つ
の
ル

l
ル
が
示
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
八
年
に
入
る
や
、
新
た
な
段
階
を
迎
え
る
。
同
年
二
月
、
熊
本
、
福
岡
の
旅
館
事
業
者
の
一
部
か
ら
日
本
音
楽
著

著
作
権
法
附
則
一
四
条
と
演
奏
権
の
及
ぶ
範
囲

四
九



五。

作
権
協
会
に
対
し
、
法
的
な
疑
義
と
管
理
の
不
均
衡
に
関
し
問
題
の
提
起
が
な
さ
れ
、
熊
本
弁
護
士
会
か
ら
弁
護
士
法
二
三
条
の
こ
に
基

づ
き
、
文
化
庁
文
化
部
著
作
権
謀
に
照
会
が
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
客
が
旅
館
に
お
い
て
カ
ラ
オ
ケ
装
置
を
利
用
し
て
歌
唱
す
る
場
合
、

旅
舘
は
音
楽
著
作
物
の
使
用
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
否
か
に
つ
き
、
監
督
官
庁
で
あ
る
文
化
庁
は
著
作
権
法
を
如
何
に
解
釈

し
、
音
楽
著
作
権
協
会
を
指
導
し
て
い
る
の
か
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
同
年
三
月
、
著
作
権
課
が
こ
れ
に
回
答
す
る
と
、
五
月
に
は
、
再

度
、
右
弁
護
士
会
よ
り
著
作
権
課
に
対
し
、
音
楽
著
作
権
協
会
の
作
成
し
た
実
施
基
準
の
妥
当
性
、
著
作
物
の
利
用
主
体
に
つ
い
て
の
照

会
が
な
さ
れ
、
翌
六
月
に
は
、
著
作
権
課
が
こ
れ
に
回
答
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
「
文
化
庁
の
見
解
に
沿
っ
た
実
施
基
準
に
よ
り
実
施
さ

れ
る
場
合
に
は
、
現
行
著
作
権
法
上
に
お
い
て
も
演
奏
権
(
著
作
権
法
第
二
二
条
)

の
行
使
と
し
て
契
約
業
務
を
行
い
得
る
も
の
で
あ
る

と
解
す
る
」
な
ど
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
一
方
、
昭
和
五
九
年
に
入
る
や
、
音
楽
の
著
作
物
を
利
用
す
る
事
業
者
か
ら
成
る
中
央
の
団
体
も
動
き
出
し
、
全
国
環
境
衛
生
向

業
組
合
中
央
会
、
全
国
社
交
業
環
境
衛
生
向
業
組
合
連
合
会
な
ど
が
こ
の
「
カ
ラ
オ
ケ
問
題
」
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
す
に
至
る
。

こ
の
よ
う
に
、
カ
ラ
オ
ケ
装
置
の
使
用
と
演
奏
権
を
め
ぐ
っ
て
は
、
行
政
機
関
の
法
解
釈
が
示
さ
れ
た
後
も
な
お
問
題
が
く
す
ぶ
る
問
、

こ
の
問
題
に
関
す
る
裁
判
例
も
示
さ
れ
る
。
福
岡
高
判
昭
和
五
九
年
七
月
五
日
寸
ク
ラ
ブ
・
キ
ヤ
ツ
ツ
ア
イ
事
件
L

(

判
時
一
一
二
二
号
一

五
三
頁
)
は
、
「
・
活
舗
に
カ
ラ
オ
ケ
を
設
置
し
て
こ
れ
を
管
理
し
、
:
:
:
癌
の
雰
囲
気
を
つ
く
り
、
客
の
来
集
を
は
か
つ
て
利
益
を
あ
げ
る

こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
ホ
ス
テ
ス
等
の
歌
唱
は
も
ち
ろ
ん
、
客
の
歌
唱
を
含
め
て
演
奏
の
主
体
性
は
庖
側
に
あ
り
、

か
つ
営
利
を
目
的
と
し
、
公
衆
の
面
前
で
演
奏
し
て
い
る
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
し
と
し
て
、

カ
ラ
オ
ケ
伴
奏
に
よ
る
「
歌
唱
」
に
つ

い
て
演
奏
権
が
及
ぶ
と
し
て
い
る
。

そ
の
問
、
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
は
全
国
環
境
衛
生
同
業
組
合
中
央
会
と
の
間
で
話
し
合
い
を
続
け
た
後
、
カ
ラ
オ
ケ
伴
奏
に
よ
る
「
歌



唱
」
に
対
し
使
用
料
を
徴
収
で
き
る
よ
う
、
昭
和
六
一
年
六
月
、
使
用
料
規
程
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
き
文
化
庁
長
官
に
認
可
を

申
請
、
同
年
八
月
、

そ
の
認
可
を
得
る
に
至
っ
て
い
る
。

さ
き
の
高
裁
判
決
に
対
し
て
上
告
も
な
さ
れ
る
が
、
最
高
裁
第
三
小
法
廷
昭
和
六
三
年
三
月
一
五
日
判
決
(
昭
和
五
九
年
オ
第
一
ニ

O

四
号
音
楽
著
作
権
侵
害
差
止
等
請
求
事
件
民
集
四
二
巻
三
号
一
九
九
頁
)

に
も
演
奏
権
が
及
ぶ
旨
の
判
断
を
示
し
た
。

は
、
多
数
意
見
に
従
い
、

カ
ラ
オ
ケ
の
伴
奏
に
よ
る
客
の
歌
唱

録
音
物
の
「
再
生
」
と
演
奏
権

カ
ラ
オ
ケ
装
置
の
使
用
が
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
争
わ
れ
る
の
か
。
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
の
使
用
料
規
程
に
し
て
も
、
裁

判
例
に
し
て
も
、
カ
ラ
オ
ケ
装
置
の
使
用
な
り
録
音
物
の
「
再
生
」
で
は
な
く
、

ど
う
し
て
「
歌
唱
」
の
ほ
う
に
力
点
を
置
く
の
か
。
こ

の
一
見
し
て
、
不
自
然
に
思
え
る
対
応
こ
そ
、
特
定
の
場
合
を
除
き
、
当
分
の
問
、
録
音
物
に
よ
る
演
奏
は
自
由
と
す
る
著
作
権
法
附
則

一
四
条
の
適
用
を
避
け
よ
う
と
し
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
音
楽
録
音
物
の
「
再
生
L

に
槙
奏
権
が
及
ぶ
か
否
か
の
論
議
を
棚

上
げ
に
し
た
対
応
で
あ
り
、
制
制
定
法
と
事
実
の
間
に
存
す
る
緊
張
関
係
を
解
消
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
附
則
一
四
条
は
、
適
法
に
録
音
さ
れ
た
音
楽
の
著
作
物
を
録
音
物
に
よ
っ
て
演
奏
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
放
送
又
は
有
線
送
信

に
該
当
す
る
も
の
及
び
営
利
を
目
的
と
し
て
音
楽
の
著
作
物
を
使
用
す
る
事
業
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
を
除

き
、
当
分
の
問
、
旧
法
コ
一

O
条
一
項
八
号
及
び
二
項
並
び
に
問
項
に
係
る
旧
法
三
九
条
の
規
定
が
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
旨
定
め
て

い
る
。
そ
し
て
、
右
の
旧
法
三

O
条
一
項
八
号
こ
そ
、
録
音
物
を
「
興
行
又
ハ
放
送
ノ
用
ニ
供
ス
ル
コ
ト
」
で
あ
り
、
旧
法
下
に
お
い
て

は
、
右
の
行
為
は
出
所
を
明
示
す
る
摂
り
「
偽
作
L

と
は
み
な
さ
な
い
と
い
う
制
度
で
、
旧
法
下
に
お
い
て
も
論
議
を
集
め
た
も
の
で
あ
れ
守

著
作
権
法
附
則
一
四
条
と
演
奏
権
の
及
ぶ
範
囲

五



五

さ
す
が
に
、
昭
和
田
五
年
の
全
面
改
正
に
際
し
て
は
、
「
放
送
し
ゃ
新
た
に
出
現
し
た
「
有
線
送
信
」
を
は
じ
め
、
寸
営
利
を
目
的
と
し

て
音
楽
の
著
作
物
を
使
用
す
る
事
業
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の
積
の
自
由
利
用
の
制
度
を
廃
止
し
た
。
そ
の
一
方
、

そ
の
制
度
を
廃
止
す
る
に
際
し
、
当
時
の
社
会
的
諸
状
況
を
考
え
、
旧
来
の
制
度
を
一
部
存
続
さ
せ
る
こ
と
に
し
、
し
か
も
、
「
政
令
で
定

め
る
も
の
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
を
除
き
」
な
お
自
由
利
用
を
認
め
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
、

カ
ラ
オ
ケ
装
置
に
よ
る
録
音
物
の
再
生

な
ど
、
当
時
の
立
法
者
の
表
象
の
外
に
あ
っ
た
も
の
は
「
政
令
で
定
め
」
ら
れ
て
い
る
は
ず
も
な
く
、
な
お
旧
法
の
規
定
が
効
力
を
有
す

る
よ
う
に
も
解
さ
れ
、
実
務
に
お
い
て
も
、

カ
ラ
オ
ケ
装
置
の
使
用
に
つ
い
て
、
録
音
物
の
再
生
そ
の
も
の
に
演
奏
権
が
及
ぶ
と
す
る
論

カ
ラ
オ
ケ
装
置
を
用
い
た
寸
歌
唱
L

の
ほ
う
に
演
奏
権
を
及
ぼ
そ
う
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
問
、
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
の
ほ
う
も
立
法
に
よ
る
解
決
を
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
五
八
年
五
月
、
文
化
庁
長
官
に
対
し
、

「
著
作
権
法
附
則
第
一
四
条
の
撤
一
踏
ま
た
は
開
法
施
行
令
附
則
第
三
条
の
改
正
に
つ
い
て
の
要
望
」
を
す
る
。
ま
ず
は
、
附
則
一
四
条
の

撤
廃
を
求
め
、
そ
れ
が
菌
難
な
場
合
に
は
、
暫
定
措
置
と
し
て
、
令
前
期
三
条
に
、
「
パ
ー
そ
の
他
客
に
飲
食
さ
せ
る
営
業
又
は
ホ
テ
ル
、

理
を
避
け
、

旅
舘
そ
の
他
客
に
宴
会
を
さ
せ
る
営
業
で
、
伴
奏
設
備
を
設
け
て
音
楽
を
利
用
す
る
も
の
」
な
ど
、
四
つ
の
営
業
ま
た
は
事
業
を
追
加
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

録
音
物
の
「
再
生
L

に
つ
き
演
奏
権
を
制
限
す
る
附
則
一
四
条
の
規
定
を
迂
回
す
る
筋
道
を
考
え
、
あ
る
い
は
、
問
題
の
解
決
を
直
ち

に
規
定
の
蕗
止
に
結
び
つ
け
る
と
こ
ろ
に
は
、
寸
法
的
論
議
L

を
尽
く
そ
う
と
す
る
意
欲
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。



立
法
者
の
意
図

ベ
ル
ヌ
条
約
ブ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
条
約
へ
の
加
入

附
則
一
四
条
の
規
定
は
カ
ラ
オ
ケ
装
置
の
使
用
と
い
う
新
た
な
事
象
に
ど
の
よ
う
に
適
用
で
き
る
の
か
。
そ
の
射
程
範
囲
は
ど
こ
ま
で

か
。
こ
の
点
を
吟
味
す
る
に
際
し
て
、

ま
ず
は
、
こ
の
よ
う
必
規
定
を
設
け
た
立
法
者
の
意
図
を
探
る
と
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

立
法
者
が
ま
ず
意
図
し
た
こ
と
は
、
著
作
者
の
権
利
の
保
護
を
厚
く
し
、
わ
が
著
作
権
法
制
を
国
際
的
な
保
護
の
水
準
に
ま
で
引
き
上

げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
図
は
、
あ
る
い
は
著
作
権
の
保
護
期
間
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
い
は
本
稿
の
主
題
で
あ
る
演

奏
権
の
保
護
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
す
で
に
現
行
の
著
作
権
法
制
の
中
で
実
現
さ
れ
て
い
る
。

録
音
物
に
よ
る
演
奏
(
録
音
物
の
再
生
)
を
自
由
に
行
い
う
る
と
す
る
旧
法
下
の
制
度
は
、
国
際
的
に
も
悪
評
を
受
け
た
程
に
演
奏
権

を
大
幅
に
制
摂
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
げ
に
、
わ
が
著
作
権
法
制
を
ベ
ル
ヌ
条
約
プ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
条
約
の
水
準
に
引
き
上
げ
る
に
は
、

演
奏
権
を
抑
え
る
そ
の
種
の
制
度
を
麗
止
し
、
演
奏
権
を
全
面
的
に
保
護
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
著
作
者
は
そ
の
著
作
物
に
つ
き
演
奏
権

を
専
有
す
る
旨
の
規
定
(
二
二
条
)
が
設
け
ら
れ
、
同
時
に
、
営
利
を
呂
的
と
し
な
い
演
奏
は
無
許
諾
・
無
償
で
行
い
う
る
旨
、
演
奏
権

を
制
限
す
る
規
定
(
三
八
条
)
も
設
け
ら
れ
た
。

右
の
よ
う
に
、
横
奏
権
を
保
護
し
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
演
奏
に
つ
い
て
は
権
利
を
制
限
す
る
こ
と
に
は
し
た
も
の
の
、
一
挙
は
そ
れ

だ
け
で
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
改
正
時
に
お
け
る
レ
コ
ー
ド
使
用
の
実
情
に
往
自
し
、
急
激
な
変
動
を
避
け
る
べ
く
、
経
過
措
置
と
し
て
、

著
作
権
法
附
則
一
四
条
と
演
奏
権
の
及
ぶ
範
囲

五



五
回

権
利
を
依
然
と
し
て
制
限
す
る
旨
の
附
則
一
四
条
の
規
定
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
著
作
物
利
用
問
体
か
ら
の
強
い

意
見
表
明
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
全
国
観
光
社
交
事
業
連
盟
、
全
国
喫
茶
組
合
連
合
会
、
全
国
興
行
環
境
荷
生
同
業
組
合
連
合
会
な
ど

か
ら
成
る
著
作
権
使
用
者
団
体
協
議
会
は
、
昭
和
四
一
年
の
著
作
権
制
度
審
議
会
の
答
申
に
対
し
て
、
当
時
の
一
二

O
条
一
項
八
号
の
存
置

を
求
め
、
同
年
に
公
表
さ
れ
た
寸
著
作
権
及
び
隣
接
権
に
関
す
る
法
律
草
案
(
文
部
省
文
化
局
試
薬
ご
に
対
し
て
も
、
全
国
喫
茶
業
環
境

衛
生
開
業
組
合
連
合
会
を
は
じ
め
欽
食
業
者
一
八
団
体
が
連
名
に
て
、
同
じ
く
三

O
条
一
項
八
号
の
存
置
を
求
め
て
い
る
。
立
法
者
と
し

て
は
、

レ
コ
ー
ド
に
収
め
ら
れ
た
音
楽
の
著
作
物
を
無
許
諾
・
無
償
で
演
奏
で
き
る
と
す
る
規
定
は
努
め
て
廃
止
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
ろ
う
が
、
そ
れ
ま
で
自
由
に
行
わ
れ
て
き
た
レ
コ
ー
ド
利
用
の
実
態
を
無
視
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
つ
い
に
、
昭
和
四
四
年
に
閣
議

決
定
の
な
さ
れ
た
著
作
権
法
案
に
は
、
経
過
措
置
と
し
て
附
則
一
四
条
が
設
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
規
定
(
旧
法
三

O

条
一
項
八
号
)
を
廃
止
し
た
際
の
社
会
的
影
響
を
合
わ
せ
考
え
た
と
き
、
右
の
よ
う
な
経
過
措
置
を
採
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ〉つ。

立
法
過
程

新
た
に
法
案
に
付
け
加
え
ら
れ
た
こ
の
附
則
一
四
条
の
規
定
は
、
第
六
一
回
国
会
衆
・
参
両
院
の
文
教
委
員
会
に
お
い
て
も
論
議
の
焦

点
と
な
っ
た
。
た
と
え
経
過
措
置
と
し
て
の
例
外
と
は
い
え
、
国
際
的
な
保
護
の
水
準
を
下
回
る
こ
と
を
敢
え
て
な
そ
う
と
い
う
の
で
あ

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
表
明
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
対
し
法
案
の
提
出
者
側
は
繰
り
返
し
そ
の
趣
旨
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

る
か
ら
、

た

昭
和
四
四
年
六
月
四
日
の
衆
議
院
文
教
委
員
会
に
お
い
て
、
安
達
健
二
政
府
委
員
(
文
化
庁
次
長
)
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
「
日
本



の
よ
う
に
非
常
に
多
数
の
喫
茶
庖
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、

そ
こ
で
音
楽
が
広
範
に
使
わ
れ
て
お
る
と
い
う
よ
う
な
国
は
あ
ま
り
な
い
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、

そ
う
い
う
よ
う
な
国
柄
に
応
じ
て
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
当
分
の
間
レ
コ
ー
ド
の
二
次
使
用
権
を
認
め
な
い
と
い
う
こ

と
も
こ
れ
ま
た
わ
が
国
の
実
情
か
ら
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
L

と
。
六
月
一
一
日
の
衆
議
院
文

教
委
員
会
に
お
い
て
は
、
中
川
善
之
助
参
考
人
(
著
作
権
制
度
審
議
会
会
長
)
も
「
日
本
で
は
レ
コ
ー
ド
で
音
楽
を
流
す
と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
、
小
さ
い
庖
で
も
、
う
ど
ん
屋
で
も
パ
チ
ン
コ
崖
で
も
何
で
も
や
っ
て
お
る
。
そ
う
い
う
自
由
利
用
の
慣
行
が
非
常
に
広
ま
っ
て

お
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
問
題
は
、
著
作
権
使
用
料
を
こ
れ
ら
か
ら
み
ん
な
取
る
よ
う
に
す
る
か
、
そ
う
し
た
ら
商
売
が
立
っ
て
い
か
な

い
も
の
も
あ
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
の
演
奏
及
び
放
送
と
い
う
の
は
、
結

局
政
令
で
も
っ
て
そ
の
範
闘
を
き
め
る
。
ど
う
い
う
も
の
は
お
金
を
払
え
、
普
通
の
そ
こ
ら
辺
の
小
さ
い
喫
茶
庖
だ
と
か
パ
チ
ン
コ
崖
程

度
の
も
の
は
著
作
権
使
用
料
を
払
わ
な
い
と
い
う
よ
う
な
方
向
で
政
令
に
こ
こ
は
ま
か
せ
た
と
い
え
ば
あ
れ
で
あ
り
ま
す
が
、
逃
げ
た
と

い
う
よ
う
な
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
な
説
明
に
も
表
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
わ
が
立
法
者
の
考
え
は
、
当
時
に
お
い
て
比
較
的
小
規
模
に
経
営
す
る
喫
茶
店
等
に

お
け
る
レ
コ
ー
ド
の
演
奏
に
つ
い
て
は
そ
れ
ま
で
通
り
自
由
に
行
い
う
る
こ
と
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

演
奏
権
の
保
護
を
国
際
的
な
水
準
、
す
な
わ
ち
、

附
則
一
四
条
が
録
音
物
の
再
生
に
つ
き
演
奏
権
を
制
限
す
る
こ
と
で
、
圏
内
の
小
さ
な
喫
茶
届
等
の
利
益
は
確
保
で
き
る
と
し
て
も
、

ベ
ル
ヌ
条
約
プ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
条
約
の
求
め
る
水
準
に
ま
で
引
き
上
げ
る
作
業
と
の
関

連
は
ど
う
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
立
法
者
と
し
て
は
、
さ
き
の
よ
う
な
経
過
措
置
に
よ
り
演
奏
権
の
制
限
を
一
部
残
し
な
が
ら
も
、

わ
が
法
制
を
プ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
条
約
の
水
準
に
ま
で
引
き
上
げ
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
条
約
に
加
入
し
よ
う
と
す
る
意
欲
は
な
お
保
持
す
る

姿
勢
を
示
す
。

著
作
権
法
附
則
一
四
条
と
演
奏
権
の
及
ぶ
範
囲

五
五



五
六

昭
和
四
五
年
三
月
二

O
日
の
第
六
三
四
国
会
衆
議
院
文
教
委
員
会
に
お
い
て
、
今
日
出
海
政
府
委
員
(
文
化
庁
長
官
)
が
「
ヨ

1
ロ
ツ

パ
人
は
日
本
の
そ
う
い
う
実
情
を
よ
く
知
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
私
は
大
い
に
日
本
の
こ
の
喫
茶
店
の
あ
り
方
と
い
う
よ

う
な
も
の
の
説
明
も
、
外
務
省
を
通
じ
た
り
、
あ
る
い
は
著
作
権
の
あ
ち
ら
の
当
局
に
も
話
し
た
り
し
て
、
い
ろ
い
ろ
こ
れ
は
折
衝
を
要

す
る
問
題
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
す
L

と
述
べ
必
一
方
、
す
で
に
昭
和
四
四
年
六
月
六
日
の
第
六
一
四
国
会
衆
議
院
文
教
委
員
会
に
お

い
て
、
安
達
健
二
政
府
委
員
(
文
化
庁
次
長
)
も
、
「
た
だ
今
後
の
問
題
と
い
た
し
ま
し
て
、

た
と
え
ば
そ
う
い
う
日
本
の
特
殊
事
情
で
小

さ
な
喫
茶
庖
等
に
つ
い
て
権
利
を
及
ぼ
さ
な
く
て
も
、

お
お
む
ね
そ
の
著
作
物
の
利
用
が
広
範
に
行
な
わ
れ
、
放
送
あ
る
い
は
底
接
営
利

を
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
等
に
お
い
て
の
権
利
が
及
ぶ
な
ら
ば
、

そ
れ
で
も
っ
て
諸
外
国
の
権
利
者
と
し
て
も
よ
か
ろ
う
で
は
な
い
か
と
い

う
よ
う
な
国
際
的
な
関
係
等
が
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
プ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
条
約
に
加
入
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
、
こ
う
い

う
よ
う
な
点
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
現
段
階
に
お
い
て
は
困
難
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
な
お
検
討
し
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
申
し
上
げ
た

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
論
じ
て
い
ぷ
。
そ
こ
に
は
、
演
奏
権
を
及
ぽ
さ
な
い
範
囲
を
、
限
定
的
に
、
小
さ
な
喫
茶
鹿
等
に
お
け
る
レ
コ
!

ド
演
奏
と
い
う
、
当
時
に
存
し
た
特
殊
な
も
の
に
限
る
な
ら
ば
、
何
と
か
国
際
著
作
権
界
の
理
解
も
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
期
待
が

に
じ
み
出
て
い
る
。

限
定
的
例
外
的
な
制
限

こ
の
よ
う
に
し
て
、
昭
和
四
五
年
の
著
作
権
法
に
附
則
一
四
条
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

い
よ
い
よ
わ
が
国
が
ベ
ル
ヌ
条
約

ブ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
条
約
に
加
入
し
よ
う
と
す
る
段
に
な
り
、
こ
の
附
則
一
四
条
の
規
定
は
再
び
論
議
の
対
象
に
な
る
。
昭
和
田
九
年
五
月

二
一
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
に
お
い
て
、
伊
達
宗
起
政
府
委
員
(
外
務
省
条
約
局
外
務
参
事
官
)
が
「
現
在
の
国
内
著
作
権
法
は
プ
ラ
ツ



セ
ル
条
約
と
何
ら
そ
ご
を
生
じ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
御
承
認
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
り
ま
す
L

と
外
務
省
側
の
見

解
を
述
べ
れ
ば
、
安
達
健
二
政
府
委
員
(
文
化
庁
長
官
)
も
「
新
し
い
著
作
権
法
に
お
き
ま
し
て
は
録
音
物
に
よ
る
と
こ
ろ
の
演
奏
権
と

い
う
も
の
を
全
面
的
、
本
質
的
に
こ
れ
を
認
め
る
、
こ
う
い
う
体
制
に
な
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
附
則
一
四
条
は
そ
う
い
う
本
質

的
な
も
の
を
採
用
し
た
上
に
お
き
ま
し
て
い
わ
ば
周
辺
的
な
よ
う
な
も
の
、

つ
ま
り
直
接
営
利
に
結
び
つ
か
な
い
よ
う
な
レ
コ
ー
ド
の
使

用
に
つ
き
ま
し
て
は
こ
れ
は
当
分
の
間
著
作
権
の
対
象
に
し
な
い
、
こ
う
い
う
考
え
方
を
と
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
文
化
庁
側

の
見
解
を
示
す
。

な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
右
の
よ
う
に
立
法
者
の
意
図
を
概
観
す
る
限
り
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
附
則
一
四
条
に
よ
る
演
奏
権
の
制
限
は
プ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
条
約
に
加
入
す
る
に
際
し
で
も
支
障
と
な
る
も
の
で
は

そ
こ
に
は
、
附
則
一
四
条
の
規
定
は
、
当
時
に
存
し
た
特
殊

な
事
情
、

そ
れ
も
わ
が
国
間
有
と
も
い
え
る
小
さ
な
喫
茶
庖
等
に
お
け
る
録
音
物
に
よ
る
演
奏
(
録
音
物
の
再
生
)

は
自
由
に
行
い
う
る

こ
と
に
し
よ
う
と
い
う
配
慮
を
看
取
で
き
、
向
時
に
、
音
楽
を
不
可
欠
の
要
素
と
し
な
い
事
業
と
い
う
よ
う
に
、
国
際
著
作
権
界
に
も
理

解
が
得
ら
れ
そ
う
な
小
規
模
な
演
奏
に
つ
き
、
極
め
て
限
定
し
た
か
た
ち
で
演
奏
権
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

当
口
マ
令
。

著
作
権
法
附
則
一
四
条
と
演
奏
権
の
及
ぶ
範
囲

五
七



五
八

四

呂
的
論
的
判
断

他
の
法
命
題
と
の
関
の
意
味
違
関

立
法
者
の
意
図
を
探
る
中
で
附
則
一
四
条
の
適
用
範
囲
、
射
程
範
囲
を
ひ
と
ま
ず
覇
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
附
則
一
四
条

の
よ
う
に
、
録
音
物
に
よ
る
潰
奏
に
つ
き
、
政
令
で
定
め
る
事
業
を
「
除
き
」
自
由
に
行
い
う
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
演
奏
権
の
及
ぶ
場

合
の
ほ
う
を
列
挙
し
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
演
奏
権
を
制
限
す
る
か
の
よ
う
な
、
あ
た
か
も
原
則
と
例
外
を
逆
に
し
た
よ
う
な
規
定
の
仕

方
を
し
て
い
る
こ
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
き
、
別
途
、
も
う
一
つ
、
立
法
者
の
意
図
を
前
提
と
し
つ
つ
、
同
条
の
規
定
そ
の
も
の
を
、
論

理
の
整
合
性
を
も
重
ん
じ
つ
つ
、
客
観
的
に
解
釈
す
る
中
か
ら
、
そ
の
射
程
範
囲
を
画
す
る
こ
と
を
も
考
え
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ

は
、
附
則
一
四
条
の
性
格
を
吟
味
す
る
中
か
ら
目
的
論
的
な
判
断
の
要
素
を
探
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
、
同
条
が
著
作
権
法
の
中
で

占
め
る
栓
置
を
碓
か
め
る
作
業
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

附
則
一
四
条
の
規
定
を
吟
味
す
る
際
ま
ず
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
規
定
が
著
作
権
法
の
他
の
法
命
題
(
条
文
)
と

の
簡
に
存
す
る
意
味
連
関
で
あ
る
。
複
数
の
法
命
題
を
有
す
る
制
定
法
の
場
合
、
諸
命
題
は
法
の
目
的
な
り
制
度
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に

従
い
、
と
き
に
は
制
限
し
合
い
、
と
き
に
は
補
充
し
合
い
、
と
き
に
は
強
め
合
っ
て
、
総
体
と
し
て
整
合
性
を
保
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

附
則
一
四
条
に
し
て
も
、
著
作
権
法
の
中
で
そ
れ
自
体
と
く
に
突
出
し
た
規
定
で
は
な
い
。
著
作
権
法
は
、
そ
の
こ
ニ
条
に
よ
り
、
著
作

者
に
そ
の
著
作
物
を
公
に
演
奏
す
る
に
つ
き
排
他
的
な
権
利
(
演
奏
権
)
を
与
え
る
際
、
著
作
物
を
利
用
す
る
側
の
利
益
を
合
わ
せ
考
え
、



営
利
を
目
的
と
し
な
い
演
奏
に
つ
い
て
は
法
一
ニ
八
条
に
よ
り
、

そ
し
て
、
営
利
を
目
的
と
す
る
録
音
物
の
再
生
に
つ
い
て
も
一
定
の
場
合

に
、
限
定
的
例
外
的
に
、
附
則
一
四
条
に
よ
っ
て
、
そ
の
演
奏
権
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
ら
の
法
命
題
が
、
個
別
的
に
で
は
な
く
、

総
体
と
し
て
、
演
奏
権
保
護
の
制
度
を
支
え
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
演
奏
権
を
一
般
的
に
保
護
す
る
こ
二
条
を
主
軸
に
、

営
利
を
目
的
と
し
な
い
演
奏
に
つ
い
て
は
演
奏
権
を
制
限
す
る
旨
の
三
八
条
、
加
え
て
、
録
音
物
に
よ
る
演
奏
に
つ
い
て
は
と
く
に
演
奏

権
を
及
ぼ
さ
な
い
旨
の
附
則
一
四
条
を
配
し
た
中
に
は
、
相
互
の
意
味
連
関
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
則
一
四
条
の
性
格

ト)

例
外
規
定

演
奏
権
を
全
一
面
的
に
保
護
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
こ
の
附
則
一
四
条
は
演
奏
権
の
及
ば
な
い
範
囲
を
例
外
と
し
て
定
め
て
い

る
。
同
条
の
み
を
取
り
出
し
て
み
る
と
、
放
送
、
有
線
送
信
、
政
令
で
定
め
る
事
業
を
「
除
き
」
な
お
旧
法
の
規
定
(
録
音
物
に
よ
る
演

奏
は
自
由
に
行
い
う
る
)
が
効
力
を
有
す
る
と
し
て
い
る
た
め
、
あ
た
か
も
演
奏
の
自
由
の
ほ
う
が
原
則
で
、
漬
奏
権
の
及
ぶ
場
合
の
ほ

う
が
例
外
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
著
作
権
法
中
の
他
の
法
命
題
を
も
合
わ
せ
考
え
る
と
き
、
附
則
一
四
条
は
例
外
と
し
て
演
奏
権

の
及
ば
な
い
場
合
を
定
め
た
も
の
と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い
。

附
則
一
四
条
は
演
奏
権
を
例
外
的
に
制
限
す
る
規
定
で
あ
る
。
さ
き
に
示
し
た
よ
う
に
、

〉

{

m
凶

手
、
十
〉
、
、
日
+
〉
J
+
〉
J
)
}
日
鵡
糊
議
S
M
p
b輪
開
盟

と
い
う
と
き
、
附
則
一
四
条
は
{

}
の
中
の
問
題
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
は
、

A

(
演
奏
権
)
を
例
外
的
に
制
隈
す
る
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ

著
作
権
法
的
則
一
四
条
と
演
奏
権
の
及
ぶ
範
関

五
九



。

な
い
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
{

}
の
中
の

ι、
れ
、
仏
を
固
定
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
録
音
物
の
利
用
形
態
が
広
が
る
に
つ
れ
て
、
さ
き
の

}
の
中
の
値
が
高
く
な
り
、
形
式
的
に
は
録
音
物
に
よ
る
潰
奏
を
自
由
に
行
い
う
る
範
囲
を
広
く
認
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

式
の
{

お
う
。
し
か
し
、
附
則
一
四
条
は
演
奏
権
の
保
護
を
定
め
た
二
二
条
に
対
し
て
例
外
規
定
で
あ
る
に
と
ど
ま
る
。
立
法
者
が
ベ
ル
ヌ
条
約

プ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
条
約
へ
の
加
入
の
途
を
模
索
し
、
同
条
約
の
求
め
る
水
準
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
推
し
て
も
、
他
の
ベ

ル
ヌ
向
盟
国
へ
の
説
明
上
、
演
奏
権
の
制
限
が
あ
く
ま
で
も
特
殊
日
本
的
な
も
の
で
、
限
定
的
例
外
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
し

そ
の

則位
置
付
け
は
メ』
←y 

も
刀K
3ζ 

わ
ら
な

4
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附

附
則
一
四
条
が
録
音
物
に
よ
る
演
奏
に
つ
き
例
外
的
に
潰
奏
権
を
制
限
す
る
規
定
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

さ
ら
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
同
条
が
著
作
権
法
の
「
附
則
」
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
通
常
、
演
奏
権
な
ど
の
権
利
を
制
限
し
よ
う

と
す
る
際
、
本
則
の
中
に
、
た
と
え
ば
、
権
利
を
保
護
す
る
規
定
中
、
但
書
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
、
権
利
を
制
制
限
す
る
規
定
を
別
途
設

け
る
か
た
ち
で
な
さ
れ
よ
う
が
、
録
音
物
に
よ
る
演
奏
に
つ
い
て
は
演
奏
権
を
制
限
す
る
旨
の
規
定
が
「
照
則
」
の
中
に
設
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
、
録
音
物
に
よ
る
演
奏
に
対
す
る
権
利
の
制
限
が
極
め
て
例
外
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
る
。

伝)

経
過
措
置

も
う
一
つ
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
附
則
一
四
条
が
経
過
措
置
を
定
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
条
に
よ
る
演
奏
権
の
制

限
は
、
法
改
正
に
よ
る
急
激
な
変
革
を
避
け
る
た
め
、
昭
和
四
五
年
の
当
時
に
お
い
て
が
小
さ
な
喫
茶
窟
等
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
レ
コ

1

ド
の
自
由
利
用
を
「
経
過
措
置
」
と
し
て
維
持
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
立
法
に
際
し
て
歴
史
的
立
法
者
(
起
草
者
)



が
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
社
会
的
諸
状
況
が
同
条
の
射
程
範
囲
を
画
す
る
際
の
前
提
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
演
奏
権
を
制
限
す
る
に
し

て
も
、
立
法
当
時
に
広
く
行
わ
れ
て
い
た
喫
茶
庖
等
で
の
レ
コ
ー
ド
の
使
用
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
演
奏
権
の
及
ぶ
事

業
を
政
令
で
定
め
る
に
し
て
も
、
施
行
令
附
則
三
条
の
定
め
る
各
号
の
事
業
は
い
ず
れ
も
立
法
時
に
存
し
た
も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

経
過
措
置
と
し
て
の
附
則
一
四
条
の
機
能
は
、
当
時
に
存
し
た
特
定
の
、
と
き
に
は
特
殊
日
本
的
な
、
極
め
て
限
定
し
た
諸
状
況
に
急
激

な
変
動
を
も
た
ら
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
例
外
的
に
演
奏
権
を
制
限
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
機
能
を
同
条
に
期
待
す
る

こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
う
。

施
行
令
附
則
一
一
一
条
の
規
定
へ
の
包
摂

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
カ
ラ
オ
ケ
録
音
物
の
再
生
に
演
奏
権
を
及
ぼ
す
こ
と
へ
の
実
質
的
な
理
由
は
整
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
論
理
的
要
件
を
充
た
し
う
る
か
否
か
を
吟
味
す
る
作
業
が
残
る
。
そ
の
際
、
立
法
後
に
生
じ
た
新
た
な
事
象
に

は
も
は
や
附
則
一
四
条
の
規
定
は
適
用
で
き
な
い
と
い
う
の
か
。
そ
れ
と
も
、
同
条
の
解
釈
に
よ
り
な
お
問
条
を
適
用
す
る
余
地
が
あ
る

の
か
。
す
な
わ
ち
、
令
附
則
一
一
一
条
の
定
め
る
「
事
業
」
の
中
に
カ
ラ
オ
ケ
録
音
物
の
再
生
を
包
摂
す
る
余
地
は
あ
る
の
か
。
と
り
わ
け
よ

り
包
括
的
な
文
言
を
有
す
る
同
条
一
号
へ
の
は
め
込
み
の
可
否
を
吟
味
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

令
附
則
三
条
一
号
の
「
事
業
れ
」
す
な
わ
ち
「
喫
茶
屈
そ
の
他
客
に
飲
食
さ
せ
る
営
業
で
、
客
に
音
楽
を
鑑
賞
さ
せ
る
こ
と
を
営
業
の

内
容
と
す
る
旨
を
広
告
し
、
又
は
客
に
音
楽
を
鑑
賞
さ
せ
る
た
め
の
特
別
の
設
備
を
設
け
て
い
る
も
の
」
の
中
に
カ
ラ
オ
ケ
録
音
物
に
よ

る
演
奏
を
包
摂
す
る
こ
と
は
形
式
的
に
は
で
き
そ
う
も
な
い
。
し
か
し
、
同
号
に
包
摂
で
き
る
「
事
業
此
」
の
範
囲
を
広
げ
る
余
地
は
な

著
作
権
法
附
則
一
四
条
と
演
奏
権
の
及
ぶ
範
囲

ム

ノ、



中
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い
の
か
。
そ
の
余
地
は
な
お
存
す
る
よ
う
に
思
う
。
附
則
一
四
条
の
目
的
な
り
意
図
に
照
ら
し
て
、
「
事
業
札
」
の
拡
大
を
試
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
同
号
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
鑑
賞
」
の
意
味
内
容
に
注
目
す
る
方
法
で
あ
る
。
音
楽
の
鑑
賞
と
い
う
と
、
通
常
、
演
奏
さ
れ

た
音
楽
安
静
か
に
受
け
る
行
為
と
解
さ
れ
て
き
た
が
、
受
け
手
が
自
ら
の
動
き
を
加
え
な
が
ら
録
音
物
の
再
生
(
演
奏
)
に
接
す
る
こ
と

を
「
鑑
賞
」
と
解
す
る
途
も
あ
り
え
よ
う
。
同
号
の
特
別
の
設
備
(
カ
ラ
オ
ケ
装
置
)

の
傍
ら
で
歌
い
な
が
ら
音
楽
の
著
作
物
を
鑑
賞
す

る
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
歴
史
的
立
法
者
の
表
象
し
た
「
鑑
賞
」
か
ら
は
外
れ
る
が
、
規
定
の
目
的
に
は
沿
う
も
の
で
あ
り
、

何
と
か
目
的
論
的
な
解
釈
の
枠
内
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
ん
に
音
楽
に
聞
き
入
る
だ

け
で
は
な
く
、
自
ら
の
身
体
全
体
を
も
っ
て
そ
れ
を
『
味
わ
う
』
形
式
も
含
」
み
、
「
歌
唱
」
も
伴
奏
音
楽
の
「
鑑
賞
」
で
あ
る
旨
論
犬
初
。

こ
の
お
考
え
は
、
通
常
の
解
釈
に
よ
り
令
瞬
間
三
条
一
号
の
寸
事
業
れ
」
の
中
に
カ
ラ
オ
ケ
録
音
物
の
再
生
を
包
摂
で
き
る
と
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
「
経
過
措
置
」
と
し
て
列
挙
さ
れ
た
「
事
業
」
を
広
げ
る
に
は
、
「
鑑
賞
L

概
念
の
単
純
な
操
作
(
解
釈
)
で
は
な
く
、
目
的

「
鑑
賞
L

概
念
に
つ
い
て
は
す
で
に
染
野
教
授
が
注
目
し
、
「
音
楽
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
人
聞
の
行
為
は
、

論
的
判
断
の
裏
打
ち
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
令
附
則
三
条
の
定
め
る
「
概
念
」
を
広
げ
、
こ
れ
に
カ
ラ
オ
ケ
装
置
に
よ
る
演
奏
を
包
摂
す
る
こ
と
に
よ
り
、
演
奏
権

の
及
ぶ
範
囲
を
広
げ
る
考
え
方
が
あ
る
。

な
お
、

一
般
に
、
例
外
規
定
は
努
め
て
厳
格
に
解
釈
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
法
文
上
、
「
:
:
:
の
場
合
に
」
潰
奏
権
を
制
限
す
る
と

い
う
と
き
、
「
:
:
:
の
場
合
L

を
広
げ
て
解
す
る
こ
と
は
厳
に
謹
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
附
則
一
四
条
は
と
い
う
と
、
そ
れ

も
例
外
規
定
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
は
、
「
:
:
:
の
場
合
を
除
き
」
演
奏
権
を
制
限
す
る
旨
定
め
て
い
る
。
例
外
規
定
が
さ
ら
に
例
外
を
定
め



て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
例
外
規
定
の
中
の
例
外
部
分
、
前
述
の
記
号
を
用
い
れ
ば
、
ド
町
、
品
、
抗
は
「
原
則
」
(
演
奏
権
の
保
護
)

と
な
り
、
こ
の
「
原
則
」
部
分
を
解
釈
に
よ
っ
て
広
げ
る
こ
と
は
「
例
外
」
の
適
用
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
で
は
な
い
。

五

法
の
欠
敏
と
そ
の
補
充

欠
触
の
認
識

の
及
ぶ
範
囲
を
広
げ
る
途
の
ほ
か
、
そ
の
種
の
法
的
努
力
を
あ
き
ら
め
、

目
的
論
的
判
断
に
よ
り
、
し
か
し
、
解
釈
の
枠
内
で
、
令
附
則
三
条
の
「
事
業
」
を
広
げ
、
そ
こ
へ
包
摂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
演
奏
権

カ
ラ
オ
ケ
録
音
物
に
よ
る
演
奏
を
寸
事
業
」
の
い
ず
れ
に
も
該

ら
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
な
お
録
音
物
の
再
生
に
演
奏
権
を
及
ぽ
す
論
理
が
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
カ
ラ
オ
ケ
録
音
物
の
再
生
が
令
附
則
三
条
の
「
事
業
」
の
い
ず
れ
に
も
該
ら
な
い
旨
を
認
め
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発

す
る
。
そ
の
種
の
再
生
は
新
た
な
利
用
形
態
、
新
た
な
事
業
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
規
定
が
設
げ
ら
れ
て
い
な
い
旨
考
え
る
。
ぞ
し

て
、
そ
の
よ
う
な
規
定
の
欠
知
が
果
た
し
て
法
の
欠
棋
に
該
る
の
か
ど
う
か
を
吟
味
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
は
、
規
定
が
欠
如
し
て
い
る
の
か
。
演
奏
権
を
制
限
す
る
規
定
、
す
な
わ
ち
、
附
則
一
四
条
の
規
定
が
あ
り
、

カ
ラ
オ
ケ
録
音
物
に
よ
る
潰
奏
(
録
音
物
の
再
生
)
に
も
適
用
で
き
そ
う
な
と
き
果
た
し
て
規
定
が
欠
如
し
て
い
る
の
か
。 一

見
し
て
こ
れ
が

著
作
権
法
附
則
一
四
条
と
演
奏
権
の
及
ぶ
範
囲

六
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の
う
ち
、
カ
ラ
オ
ケ
録
音
物
の
よ
う
な
録
音
物
の
新
た
な
利
用
形
態
が
令
附
則
一
ニ
条
の
定
め
る
払
、
ド
川
、
抗
の
い
ず
れ
に
も
該
ら
な
い
と

す
れ
ば
、
{
釦
|
〉
、

(
k
r

、
J
+
〉
J
十
〉
J
)
}
の
解
(
演
奏
権
を
制
限
す
る
も
の
)
の
中
に
録
音
物
の
新
た
な
利
用
形
態
が
含
ま
れ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
限
り
で
は
規
定
の
欠
如
を
論
じ
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
も
、
目
的
論
的
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
形
式
論
理
に
照
ら
せ
ば
録
音
物
の
新
た
な
利
用
形
態
に
も
適
用
で
き
る
と

き
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
適
用
が
か
え
っ
て
著
作
権
法
の
目
的
に
反
す
る
よ
う
な
事
態
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ど
う
か
を
吟
味

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
新
た
な
事
象
が
、
ラ
レ
ン
ツ
の
説
く
「
語
義
の
上
か
ら
は
規
定
に
含
ま
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
適
用
領

域
が
立
法
者
の
制
定
意
図
に
反
す
る
仕
方
で
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
新
し
い
事
実
が
出
現
し
た
場

Ah)に
該
る
と
き
に
は
、
制
定
法
の

機
械
的
な
適
用
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
適
用
す
べ
き
規
定
の
欠
如
を
見
る
。

わ
が
著
作
権
法
に
お
け
る
演
奏
権
の
制
限
に
し
て
も
、
特
殊
日
本
的
な
事
情
を
考
え
、
限
定
的
例
外
的
に
権
利
を
制
限
し
た
は
ず
の
規

定
が
、
銀
音
物
の
新
た
な
利
用
形
態
に
も
適
用
さ
れ
、
無
許
諾
・
無
償
で
利
用
で
き
る
範
囲
を
広
げ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
自
由

の
範
囲
を
画
す
る
規
定
の
欠
如
で
あ
り
、
あ
る
べ
き
規
定
の
欠
如
と
い
う
点
で
、
法
の
欠
棋
と
い
え
よ
う
。
立
法
の
時
点

利
用
(
演
奏
)

で
は
立
法
者
の
表
象
の
外
に
あ
っ
た
事
実
が
後
に
至
っ
て
生
じ
た
と
い
う
点
で
、
ぞ
れ
は
事
後
的
欠
棋
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
欠
棋
の
認
識
そ
の
も
の
は
す
で
に
可
解
釈
」
の
次
元
か
ら
は
じ
ま
る
よ
う
に
思
う
。
具
体
的
事
象
に
直
接
対
応
す
べ
き
法
命
題

ま
ず
規
定
の
欠
如
を
認
識
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
、
な
お
「
解
釈
」
に
よ
る
解
決
を
模
索
す
る
余
地

が
あ
り
、
「
解
釈
し
で
収
ま
り
が
つ
い
た
と
き
は
、
そ
も
そ
も
規
定
の
欠
如
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
欠
棋
の
認
識
も
仮
性
の
も
の
で
あ
っ

が
見
当
た
ら
な
い
と
き
、

た
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「
解
釈
」
の
次
元
で
あ
っ
て
も
、
法
の
不
十
分
な
部
分
を
補
お
う
と
す
る
限
り
、
す
で
に
法
創
造
が
な
さ
れ



て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
目
的
論
的
解
釈
に
は
法
創
造
の
側
面
を
多
分
に
見
る
こ
と
が
で
き
、
後
述
の
よ
う
な
、
「
解
釈
」
を
超
え

た
欠
敏
補
充
の
法
創
議
機
能
と
、
質
の
面
で
は
違
い
が
な
い
よ
う
に
思
う
。
現
に
両
者
は
法
適
用
者
の
意
識
の
中
で
は
同
一
線
上
に
あ
り
、

外
か
ら
は
解
釈
、
欠
観
補
充
の
い
ず
れ
の
方
法
を
用
い
て
い
る
か
を
俄
か
に
は
識
別
で
き
な
い
と
き
が
あ
る
。

原
理
に
よ
る
補
充

録
音
物
に
よ
る
演
奏
(
録
音
物
の
再
生
)
を
自
由
に
行
い
う
る
範
囲
が
広
が
る
こ
と
に
つ
き
、

そ
の
範
囲
を
歯
す
る
規
定
が
欠
け
て
い

る
と
す
れ
ば
、
そ
の
欠
歓
を
補
充
す
る
作
業
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
半
田
教
授
は
、
「
屈
に
カ
ラ
オ
ケ
装
置
を
設
け
、
客
が
こ
れ
を
利

用
し
て
公
衆
に
聞
か
せ
る
た
め
に
歌
唱
を
行
い
う
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
こ
と
は
、
『
客
に
音
楽
を
鑑
賞
さ
せ
る
た
め
の
特
別
の
設
備
を
設

け
て
い
る
も
の
』
に
類
す
る
行
為
に
該
当
」
し
、
「
営
利
を
目
的
と
し
て
施
行
令
附
則
三
条
の
事
業
に
お
い
て
適
法
に
録
音
さ
れ
た
音
楽
著

作
物
の
演
奏
を
再
生
す
る
行
為
」
に
当
た
る
旨
論
久
討
。
さ
き
の
最
三
小
判
昭
和
六
三
年
一
一
一
月
一
五
日
に
際
し
て
、
伊
藤
裁
判
官
は
、
「
カ

ラ
オ
ケ
装
置
は
、

カ
ラ
オ
ケ
テ
l
プ
を
再
生
す
る
こ
と
に
よ
り
客
が
こ
れ
を
伴
奏
と
し
て
公
衆
に
直
接
聞
か
せ
る
べ
く
歌
唱
す
る
た
め
の

特
別
の
設
備
で
あ
る
か
ら
、

か
か
る
予
定
の
も
と
に
ス
ナ
ッ
ク
等
に
カ
ラ
オ
ケ
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
右
に
い
う
『
客
に
音
楽
を
鑑

賞
さ
せ
る
た
め
の
特
別
の
設
備
を
設
け
て
い
る
も
の
』
そ
の
も
の
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

と
し
て
、
営
利
目
的
の
カ
ラ
オ
ケ
装
置
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
テ
i
プ
の
再
生
に
つ
い
て
は
著
作
権
法
附
則
一
四
条
に
よ
る
悶
著
作
権
法
一
ニ

O

条
一
項
第
八
号
の
規
定
は
働
か
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
と
の
意
見
(
少
数
意
見
)
を
論
ず
る
。
こ
れ
ら
の
論
述
の
中
で
、

「
類
す
る
L

と
か
、
「
準
ず
る
」
と
説
く
と
こ
ろ
か
ら
推
し
て
、
欠
訣
補
充
の
た
め
の
類
推
適
用
な
り
勿
論
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。

著
作
権
法
附
則
一
四
条
と
演
奏
権
の
及
ぶ
範
囲

六
五



六
六

通
常
、
欠
献
の
補
充
は
、
「
法
意
L

、
J
斗
法
趣
旨
L

、
「
規
定
の
精
神
L

な
ど
に
照
ら
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。
欠
融
補
充
が
積
極
的
な
法
創

造
で
あ
る
だ
け
に
、

そ
の
尺
度
は
吟
味
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
に
あ
っ
て
は
、
歴
史
的
立
法
者
の
意
図
を
探
る
の
み
で
な
く
、

著
作
権
法
の
目
的
、
現
行
の
諸
規
定
を
貫
き
、

そ
の
奥
に
あ
る
原
理
に
照
ら
し
て
、
規
定
の
欠
け
た
部
分
を
補
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
種
の
作
業
に
は
、
す
で
に
述
べ
た
立
法
者
の
意
図
や
目
的
論
的
解
釈
に
際
し
て
の
諸
要
素
も
視
野
に
収
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
す

ベ
ル
ヌ
条
約
プ
ラ
ッ
セ
ル
改
正
条
約
へ
の
加
入
、
そ
の
前
作
業
と
し
て
の
保
護
水
準
の
引
き

上
げ
、
録
音
物
を
再
生
す
る
事
業
へ
の
急
激
な
変
動
を
回
避
す
る
た
め
の
限
定
的
例
外
的
な
権
利
制
限
、
前
則
一
四
条
の
位
置
付
け
と
そ

な
わ
ち
、
昭
和
四
五
年
の
立
法
に
際
し
て
、

の
性
格
は
い
ず
れ
も
欠
触
補
充
の
作
業
に
お
い
て
も
重
要
な
機
能
を
果
た
す
。
そ
れ
ら
が
規
定
の
奥
に
あ
る
原
理
を
導
き
出
す
際
の
重
要

な
手
掛
か
り
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
現
に
、
制
定
法
の
適
用
者
は
、
そ
れ
ら
の
要
素
を
手
際
よ
く
整
理
し
て
一
つ
の
原
理
を
導
き
出
し
て

い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
伊
藤
裁
判
官
は
、
附
則
一
四
条
や
令
附
則
三
条
に
つ
き
、
「
音
楽
の
提
供
が
直
接
収
益
に
結
び
つ
か
な
い
事
業
に

限
っ
て
旧
著
作
権
法
の
規
定
を
当
分
の
間
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
」
と
の
認
識
を
乱
打
。
そ
こ
で
は
、
音
楽
の
提
供
が
「
直
接
」
収
益
に

結
び
付
く
事
業
に
は
演
奏
権
が
及
ぶ
旨
の
原
理
を
認
め
る
こ
と
が
守
き
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
立
法
者
の
意
識
の
'
中
に
も
そ
の
種
の

原
理
は
存
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
法
改
正
時
に
文
化
庁
に
お
い
て
起
草
の
任
に
当
た
っ
た
加
戸
著
作
権
課
長
は
、

A
V
附
則
三
条
を
書
く

に
際
し
て
、
寸
当
時
の
認
識
と
し
て
は
、
音
楽
を
主
た
る
営
業
の
目
的
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
視
点
が
か
な
り
強
か
っ
た
の
で
す
」

と
論
ず
る
宅
こ
こ
に
お
い
て
も
、
「
音
楽
を
主
た
る
営
業
の
要
素
」
と
す
る
事
業
に
は
演
奏
権
が
及
ぶ
と
す
る
原
理
を
導
き
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
立
法
者
の
考
え
は
原
理
導
出
の
有
力
な
要
素
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
、
目
の
前
に
し
て
い
る
現
行
の
規
定
の
中
か
ら
一

つ
の
原
理
を
導
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
附
則
一
四
条
中
の
「
政
令
で
定
め
る
事
業
」
、
す
な
わ
ち
、
演
奏
権
の
制
限
規
定

が
及
ば
な
い
も
の
と
し
て
令
前
期
三
条
に
定
め
ら
れ
た
「
盲
学
業
」
が
大
き
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
令
三
条
に
は
、

ω音
楽
喫
茶



な
ど
、

ωダ
ン
ス
を
さ
せ
る
営
業
、
制
演
劇
、
損
芸
な
ど
を
見
せ
る
事
業
と
、
一
ニ
つ
の
「
事
業
L

が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
類

型
を
比
較
吟
味
し
て
い
く
中
か
ら
一
つ
の
原
理
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
音
楽
を
不
可
欠
の
要
素
と
す
る
事
業
に
は
演
奏

権
が
及
ぶ
と
す
る
原
理
で
あ
る
。

原
理
そ
の
も
の
は
極
め
て
単
純
明
解
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
こ
の
原
理
に
よ
り
法
の
欠
献
を
補
充
す
る
具
体
的
な
作
業
は
ど
う
か
。

一
つ
に
は
、
さ
き
の
原
理
に
照
ら
し
、
録
音
物
の
新
た
な
利
用
形
態
に
つ
い
て
は
附
則
一
四
条
の
規
定
を
適
用
し
な
い
と
す
る
方
法
が

あ
る
。
急
激
な
変
動
を
避
け
る
た
め
限
定
的
例
外
的
に
「
附
則
」
の
中
で
「
経
過
措
置
」
と
し
て
設
け
ら
れ
た
規
定
は
、
そ
の
後
の
新
た

な
事
象
に
は
効
力
を
有
し
な
い
と
す
る
も
の
で
、

一
見
大
胆
な
法
創
造
で
あ
る
が
、
音
楽
を
不
可
欠
の
要
素
と
す
る
「
新
た
な
」
事
業
は

権
利
制
眼
規
定
の
外
に
位
置
付
げ
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
も
、

に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

さ
き
の
原
理
を
具
体
化
す
る
一
つ
の
手
法
で
あ
り
、
欠
敏
の
補
充

も
う
一
つ
に
は
、
附
則
一
四
条
の
効
力
を
認
め
な
が
ら
、
そ
の
内
容
を
原
理
に
照
ら
し
て
補
う
方
法
が
あ
る
。
す
で
に
再
三
示
し
て
き

た
よ
う
に
、

〉
l
{
ω
!
〉、
l

(
〉
J
+
〉
J
+
〉、、
ω
)
}
H
鶴
糊
葡
S
闘
い
山
掛
盟

と
い
う
と
き
、
令
附
則
三
条
の
定
め
る
「
事
業
」
民
、
品
、
れ
に
れ
、
民
と
い
う
よ
う
に
、
新
た
な
「
事
業
」
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

附
期
一
四
条
を
蘇
生
さ
せ
、
適
用
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
附
則
に
書
か
れ
た
経
過
措
置
を
そ
の
よ
う
な
法
的
努
力
を
加
え

て
ま
で
適
用
す
る
意
義
が
あ
る
の
か
と
の
疑
問
も
生
じ
え
よ
う
が
、
法
学
方
法
論
の
視
点
か
ら
考
え
よ
う
と
す
る
本
稿
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、

規
定
の
奥
に
あ
る
原
理
に
よ
っ
て
規
定
の
欠
如
を
補
う
手
法
の
模
索
は
興
味
を
覚
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
音
楽
を
不
可
欠
の
要
素
と
す
る

著
作
権
法
附
則
一
四
条
と
演
奏
権
の
及
ぶ
範
囲

ノ、
七



六
八

営
業
な
り
事
業
机
、
仏
が
新
た
に
起
こ
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
、

〉
|
{
ω
!
〉、
l

(
〉、
J
+
〉
、
、
日
十
〉
J

+
〉
J
十
k
r
J
)
}

の
式
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
同
じ
も
の
は
同
じ
く
扱
う
L

こ
と
が
法
の
志
向
す
る
正
義
の
理
念
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
原
理
に
照
ら
し
て
令
附
則
一
ニ

条
の
定
め
る

J
暴
業
」
と
同
質
の
事
業
が
新
た
に
出
現
し
た
と
き
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
も
等
し
く
扱
わ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

欄 ..... 

J、
結

び

演
奏
権
を
制
限
す
る
著
作
権
法
附
則
一
四
条
を
法
学
方
法
論
上
の
関
心
か
ら
考
え
て
き
た
。
そ
の
規
定
が
単
な
る
権
利
制
限
規
定
で
な

く
、
制
限
規
定
の
中
に
制
限
を
受
け
な
い
場
合
が
列
挙
さ
れ
る
と
い
う
錯
綜
し
た
構
成
を
採
っ
て
い
る
こ
と
は
、
単
純
な
解
釈
の
手
法
と

い
う
よ
り
も
、
目
的
論
的
解
釈
や
欠
歓
の
補
充
と
い
っ
た
方
法
を
駆
使
す
る
余
地
を
大
き
く
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
制
限
規
定
そ
の

も
の
が
明
ら
か
に
立
法
時
の
具
体
的
な
事
情
を
前
提
と
し
た
限
定
的
例
外
的
な
も
の
で
、
寸
附
則
」
に
「
経
過
措
置
」
と
し
て
設
け
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
法
学
方
法
論
を
駆
使
す
る
際
の
重
要
な
指
針
と
な
る
。
最
も
興
味
を
覚
え
る
の
は
、
こ
れ
だ
け
条
件
の
揃
っ
た
事

例
に
お
い
て
さ
え
、

わ
が
権
利
者
が
附
則
一
四
条
の
適
用
に
つ
き
真
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と
を
せ
ず
、
「
法
的
論
議
」
を
避
け
て
い
る
こ



と
で
あ
る
。
カ
ラ
オ
ケ
録
音
物
の
利
用
に
し
て
も
、
明
ら
か
に
録
音
物
の
「
再
生
」
が
主
題
で
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
録
音
物
を
用
い
た
寸
歌

唱
」
に
論
点
を
ず
ら
せ
て
取
り
組
む
辺
り
わ
び
し
さ
さ
え
覚
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
録
音
物
の
「
再
生
」
に
力
点
を
置
く
と
な
れ
ば
、
目
的
論
的
解
釈
な
り
欠
棋
の
補
充
と
い
っ
た
方
法
を
駆
使
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、

そ
の
種
の
主
張
が
つ
ね
に
功
を
奏
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
寸
歌
唱
」
と
い
う
附
則
一
四
条
を
迂
回
す
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
用
い
る
ほ

う
が
安
全
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
法
的
問
題
を
正
面
か
ら
論
議
し
て
欲
し
い
思
い
も
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
録
音
物
の
再
生
に
限
ら
ず

著
作
権
法
上
の
他
の
問
題
に
つ
い
て
も
い
え
よ
う
。
こ
の
種
の
特
別
法
に
お
い
て
は
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
法
改
正
が
小
刻
み
に

行
わ
れ
る
た
め
、
実
務
の
世
界
に
法
的
思
考
の
芽
が
育
た
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

同
様
の
こ
と
は
制
定
法
の
適
用
者
に
つ
い
て
も
い
え
る
よ
う
に
思
う
。
た
し
か
に
、
目
的
論
的
解
釈
な
り
欠
棋
の
補
充
を
行
う
こ
と
は

法
の
創
造
な
り
形
成
と
な
る
。
し
か
し
制
定
法
が
当
初
対
応
す
る
は
ず
の
「
事
実
」
は
つ
ね
に
変
遷
を
続
け
る
。
制
定
さ
れ
た
法
命
題
は

立
法
の
瞬
間
か
ら
老
化
を
は
じ
め
る
{
勺
し
た
が
っ
て
、
法
命
題
の
解
釈
が
、
そ
れ
が
単
純
な
解
釈
で
あ
っ
て
も
、
す
で
に
法
創
造
の
一
面

を
占
め
る
。
目
的
論
的
解
釈
に
し
て
も
欠
鉄
の
補
充
に
し
て
も
、
単
純
な
解
釈
に
端
を
発
し
た
法
創
造
の
延
長
上
に
位
置
し
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
制
定
法
の
語
義
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
、

一
見
法
的
安
定
性
を
志
向
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
が

か
え
っ
て
制
定
法
の
目
的
に
反
す
る
と
き
に
は
、
目
的
論
的
解
釈
や
欠
扶
補
充
と
い
っ
た
目
的
論
的
判
断
よ
り
も
は
る
か
に
「
大
胆
な
」

法
創
造
で
あ
り
、
法
の
修
正
と
な
り
法
的
安
定
性
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

注
(
1
)
客
の
歌
唱
に
つ
き
、
そ
の
利
用
主
体
が
営
業
、
主
で
あ
る
か
否
か
が
争
わ
れ
る
。
こ
の
判
決
の
評
釈
に
は
、
半
間
正
夫
・
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
一

一
号
二
六
頁
、
水
野
武
・
・
法
曹
時
報
四
一
巻
九
号
二
五
三
頁
、
問
・
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
一
一
号
三
一
一
員
、
染
野
義
信
・
・
判
例
評
論
三
五
八
号
ム
ハ

著
作
権
法
附
則
一
四
条
と
演
奏
権
の
及
ぶ
範
囲

六
九



七。

二
一
貝
、
辰
巳
直
彦
副
・
民
商
法
雑
誌
九
九
巻
三
号
四
一
二
貰
、
井
上
由
里
子
・
・
著
作
権
判
例
百
選
[
第
二
版
]
二
ハ
頁
な
ど
が
あ
り
、
原
審
判
決

の
評
釈
に
は
、
阿
部
浩
一
一
・
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
一
二
号
七

O
頁
、
松
尾
和
子
・
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
二
七
号
九
九
頁
、
半
田
正
夫
・
・
著
作
権
判
例
百
選

[
第
一
版
]
二
八
頁
、
斉
藤
博
・
・
法
学
教
室
五
一
号
八
八
頁
、
な
ど
が
あ
る
。

(2)

昭
和
九
年
の
法
改
正
は
、
レ
コ
ー
ド
を
積
極
的
に
保
護
す
る
こ
と
と
し
た
一
方
、
そ
の
利
用
の
確
保
を
も
考
え
、
レ
コ
ー
ド
を
「
興
行
又

ハ
放
送
」
に
用
い
る
分
に
は
自
由
と
し
た
。

(3)

山
田
康
『
立
法
学
序
説
体
系
論
の
試
み
』
五
五
頁
以
下
は
、
廃
止
立
法
に
際
し
て
、
そ
の
立
法
過
程
と
そ
の
社
会
的
影
響
の
推
測
を

論
ず
る
。

(
4
)

第
六
一
回
国
会
衆
議
院
文
教
委
員
会
議
録
ニ

O
号
四
頁

(5)

第
六
一
回
国
会
衆
議
院
文
教
委
員
会
議
録
二
二
号
一

O
頁
以
下

第
六
五
回
国
会
衆
議
院
文
教
委
員
会
議
録
八
号
ニ
頁

第
六
一
四
国
会
衆
議
院
文
教
委
員
会
議
録
一
二
号
七
頁

第
七
二
四
国
会
衆
議
院
外
務
委
員
会
議
録
二
七
号
一

O
真

第
七
二
四
国
会
衆
議
院
外
務
委
員
会
議
録
二
七
号
一

O
頁

染
野
義
信
・
・
前
掲
判
例
評
論
三
五
八
号
六
二
頁
(
六
五
頁
)

同州

wユ戸
田
吋
作
ロ
N
H
冨
巾
仲
町
。
円
山

g
r
r
E
門
目
白
吋
岡
山
め
の
伊
丹
田
当
日
回
目

g
m
n
y
m
p
∞-
D
O
C
ぴ

E
号
。
伊
丹

mwg〉
口
問
戸
田
哲

52wω
司

ω叶。

半
田
正
夫
・
ム
例
掲
論
文
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
一
一
号
二
九
頁

伊
藤
正
己
・
・
意
見
民
集
四
ニ
巻
三
号
二

O
六
頁

伊
藤
正
己
・
・
前
掲
意
見
民
集
四
二
巻
三
号
二

O
六
頁

芥
川
也
寸
志
・
加
戸
守
行
・
斉
藤
博
寸
鼎
談
コ
ピ

l
文
化
と
著
作
権
L

ジ
ュ
リ
ス
ト
七
九
七
号
五
一
一
員

こ
の
種
の
場
合
は
、
欠
放
の
補
充
と
い
う
よ
り
、
法
の
修
正
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

6 7
)
 

8 (9) 

(叩〉
(
日
)

(
口
)

(
日
)

(
H
)
 

(
日
)

(
v
m
)
 



(
口
)
田
中
成
明
『
法
理
学
講
義
』
四
一
九
頁
は
、
「
法
的
思
考
の
合
理
性
の
確
保
・
実
現
」
が
「
裁
判
の
手
続
過
程
へ
の
両
当
事
者
の
相
互
主
体

的
参
加
の
制
度
的
保
障
」
に
も
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
旨
論
、
ず
る
が
、
そ
も
そ
も
法
の
継
続
形
成
を
し
か
と
認
識
し
て
い
な
い
わ
が
権
利
者
は

「
裁
判
の
手
続
過
程
」
に
参
加
す
る
意
識
も
さ
程
強
く
な
い
。

(
問
)
ド
イ
ツ
民
法
典

(
B
G
B
)
一
一
五
一
二
条
が
、
精
神
的
損
害
に
つ
き
「
法
律
に
定
め
た
る
場
合
に
限
り
」
慰
籍
料
を
請
求
で
き
る
旨
定
め
る

中
、
判
例
は
法
律
に
定
め
の
な
い
場
合
に
も
慰
籍
料
請
求
を
認
め
る
に
至
り
論
議
が
な
さ
れ
た
が
、
シ
ュ
ト
ル
は
「
何
よ
り
も
自
を
そ
ら
し
で

は
な
ら
な
い
こ
と
」
と
し
て
、
「
裁
判
官
口
の
姿
勢
は
、
法
典
編
纂
か
ら
時
間
の
繭
り
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
程
法
律
に
対
し
て
自
由
で
あ
り
、
自

由
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
る
。
出
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